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中塚：私が総合計画に関わって感じたことは、この
若狭町を盛り上げていくためには「地域の力を高め
ること」につきるのではないかと思います。「自助」か
ら始まり近所の皆さんと「互助」、地区の力を合わせ
る「共助」、行政の力を合わせる「公助」と色々な段
階があると思います。
　私の専門分野の農業にも通じますが、地域の連
携を図り、まとめていき、地区の中の各団体が連合
体となる活動が一番自然であり、活性化が図られる
のではないかと思っております。吉田さんはどうでした
か？

吉田：私たち若者懇話会では、まちづくりに関して、
時にはかみなか農楽舎で囲炉裏にあたりながら、
ざっくばらんに話し合ったり、立命館大の先生をアド
バイザーとして毎回4、5人のグループに別れ、若狭
町の今後についてワークショップ形式で自由に意見
を出し合ったりして、まとめていきました。
　本当に色々な考えがあるんだなあと感じました。和
気あいあいの雰囲気の中にも中堅世代として、今
後長く関わることになる若狭町に対しては、本気で
向き合っていこうという熱気があったように感じます。
　その中で話しているうち、よく出てくる話題として、
財政の不安感があげられると思います。本日は年頭
ということもあり町長さんから直接お聞きしたいと思っ
ております。

町長：昨年より取り組んできた行財政プランを順調

に進め、町の預金にあたる財政調整基金を合併時
の水準の10億円に、町の借金にあたる公債残高を
100億円に減額することも視野に入れていきたいと
思います。
　今後一層少子高齢化が進み、財政が縮少するこ
とに対応するため、町民の皆様には公共施設の使
用料や、デマンドタクシーの値上げなど痛みを伴う改
革ではありますが、ご理解を得て進めていきたいと
思っています。
　町としましても行政のスリム化のため、給食セン
ターや図書館の民間委託などの事業を行っています
し、ふるさと納税制度のより一層の活用も進めていき
たいと思います。
　また町内には元気な企業がたくさんあるため、法人
税の増加なども見込んでいます。

吉田：行財政プランも順調に進んでいるということ
と、ふるさと納税制度や法人税の増加などお聞きし
て少し安心しました。これをより確かな歩みになるよ
う、一層のご尽力をお願い致します。
　また、今後の若狭町の事業展開について、どう
お考えでしょうか。

町長：ありがとうございます。行財政改革は町民の
皆様にもご報告しながら、より良い方向に向かって
いくよう努力します。
　これまで合併特例債などの活用で、どうしても必
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　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、健やかに初春をお迎
えのことと心からお喜び申し上げます。
　町民の皆様には、平素から町政推進にあたり、ご理
解とご協力をいただいておりますことに、心より感謝申し
上げます。
　さて、平成１７年３月に誕生した若狭町は、環境や経
済、福祉、教育、まちの基盤整備などあらゆる分野の
施策について長期的な視点に立って取りまとめた「第１
次若狭町総合計画」に基づき、「輝きと優しさに出会え
るまち」を将来像に掲げ、これまで各種事業を進めてま
いりました。
　しかし、若狭町誕生から１０数年が経過し、国内外
を取り巻く社会情勢は大きく変化しています。また、少
子高齢化、地方分権の進展など、若狭町を取り巻く社
会環境変化の速度も増していることから、まちづくりの
新たな指針が必要であると考え、「新しい感動と笑顔が
ひろがるまち」を将来像に掲げた「第２次総合計画」を
策定させていただきました。
　この将来像の実現に向けて、新しい総合計画では３
つの「基本戦略」を設定しています。

◆基本戦略１

「活力を育む交流を拡大する」
　若狭町固有の地域資源を活用することによって、交
流人口を拡大させ、若狭町に関わってくれる人の輪を
広げ、活力あるまちづくりを進めていきます。

◆基本戦略２

「次世代の活動環境を創造する」
　次代を担う若者たちへの支援に重点をおき、生産年
齢人口を増加させることにより、少子高齢化に対応した
住民福祉の提供と地域の活性化を図ります。

◆基本戦略３

「地域の力を高める」
　自分たち（地域）でできることは、自分たちで実施し、
自助・互助・共助・公助のまちづくりを展開し、まちづくり
推進の土台を形成し、「自立」と「協働」のまちづくりを
推進します。

　これら３つの基本戦略を、新しいまちづくりの課題解
決および未来発展のための総合的、長期的な手段と
し、「チャレンジ」することをキーワードに進めてまいりた
いと考えております。
　これからの若狭町のまちづくりを担っていく若者世代
の移住、定住を促進し、その若者が地域で活躍するこ
とのできる「新しい出会いと感動」の広がるまちにしてい
くとともに、人と人、人と自然などのつながりによって、こ
れまで築いてきた住みやすいまちが、１０年後、２０年後
も、私たちの子や孫の世代の「笑顔がひろがる」ふるさと
として続いていけるよう精一杯尽力してまいります。
　本年が町民の皆様にとりまして、健やかで幸多き一
年となりますよう、心からご祈念申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。

町長：あけましておめでとうございます。本日はご出
席いただき、ありがとうございます。合併以来14年
が経ち、この度第2次総合計画を策定し、若狭町
の新たな指針をお示しさせていただきました。この機
会に、これからの若狭町を考えようと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

中塚：あけましておめでとうございます。私は、昨年
まで審議委員として他の各委員と教育・観光・福祉

などの各方面から総合計画を検討させていただきま
した。本日はよろしくお願いします。

吉田：あけましておめでとうございます。私の所属し
ていた若者懇話会では、町内の30代から40代の
地域で活躍している色々な職業の方が集まり、活発
に総合計画について意見を交わしてきました。よろし
くお願いいたします。

要であった小・中学校の耐震化やクーラーの完備な
どの改修、またスマートインターの完成など、ハード
面を中心に整備させていただいたと思っています。
　今後はソフト面の充実をはかっていこうと考えており
ます。三方五湖エリアと熊川宿エリアの発信を強化し
交流人口の拡大をはかりたいと考えます。三方五湖
は全国に自慢できるロケーションです。レインボーライ
ンのリニューアルとあわせて魅力をさらに高めていきた
いです。熊川宿は河内川ダム、熊川宿美術館などが
加わり、より魅力が広がると思っております。

中塚：私の住んでいる下吉田では、ツーデーマーチ
のおもてなしとして地元の米で作ったおにぎりのふる
まいを毎年行なっています。通過するのがちょうど11
時頃ということで、タイミングも良く子どもたちも参加
して配ってもらっています。参加者の中には、毎年
出会う顔もあり、笑顔の交流を続けています。

吉田：それはいいですね。私たちの地区（みそみ地
区）では、地域づくり協議会が中心となって地区の
祭りを開いています。私たち若者グループも、屋台
を出して盛り上げています。
　また、伝統文化の継承として行われている地元の
神社の祭りでは、担い手不足が深刻で存続も大変

です。山車、神輿についても補助がなければ修理も
できないのが実情です。

町長：そういったお話は、他の地区からも多数お聞
きしていますので、町としても国、県などの補助金も
含め全力で支援していこうと考えています。

中塚：兵庫県豊岡市で今は有名となった「コウノト
リ」でまちづくりをしようとしたとき、反対の声もあった
中、中心となった県職員の言葉を紹介します。「地
域を盛り上げるには、笑顔のある人は笑顔を、力の
ある人は力を、知恵のある人は知恵を、お金のある
人はお金を出して住民みんながやるものだ。」と説得
したそうです。自分でできることを関心を持ってやるこ
とが肝心だと思います。

吉田：その通りだと思います。無関心では何も進み
ません。私もそのことを肝に銘じ、町と関わっていき
たいと思っています。

町長：今日は貴重なご意見をありがとうございまし
た。より活力ある若狭町になるため今年も頑張って
いきます。町民の皆様のより一層のご理解とご協力
をお願いしていきたいと思っております。

森 下　 裕若狭町長
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ら始まり近所の皆さんと「互助」、地区の力を合わせ
る「共助」、行政の力を合わせる「公助」と色々な段
階があると思います。
　私の専門分野の農業にも通じますが、地域の連
携を図り、まとめていき、地区の中の各団体が連合
体となる活動が一番自然であり、活性化が図られる
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吉田：私たち若者懇話会では、まちづくりに関して、
時にはかみなか農楽舎で囲炉裏にあたりながら、
ざっくばらんに話し合ったり、立命館大の先生をアド
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新春対談

若狭町の未来の展望
～第2次総合計画の策定にあたって～

若狭町長

森 下　  裕

第2次若狭町総合計画
若者懇話会副会長

吉 田  延 昭 さん
（横渡、わかさ東商工会青年部部長）

第2次若狭町総合計画
審議会会長

中 塚  文 和 さん
（下吉田、若狭町農業委員会会長）

対談
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中塚：私が総合計画に関わって感じたことは、この
若狭町を盛り上げていくためには「地域の力を高め
ること」につきるのではないかと思います。「自助」か
ら始まり近所の皆さんと「互助」、地区の力を合わせ
る「共助」、行政の力を合わせる「公助」と色々な段
階があると思います。
　私の専門分野の農業にも通じますが、地域の連
携を図り、まとめていき、地区の中の各団体が連合
体となる活動が一番自然であり、活性化が図られる
のではないかと思っております。吉田さんはどうでした
か？

吉田：私たち若者懇話会では、まちづくりに関して、
時にはかみなか農楽舎で囲炉裏にあたりながら、
ざっくばらんに話し合ったり、立命館大の先生をアド
バイザーとして毎回4、5人のグループに別れ、若狭
町の今後についてワークショップ形式で自由に意見
を出し合ったりして、まとめていきました。
　本当に色々な考えがあるんだなあと感じました。和
気あいあいの雰囲気の中にも中堅世代として、今
後長く関わることになる若狭町に対しては、本気で
向き合っていこうという熱気があったように感じます。
　その中で話しているうち、よく出てくる話題として、
財政の不安感があげられると思います。本日は年頭
ということもあり町長さんから直接お聞きしたいと思っ
ております。

町長：昨年より取り組んできた行財政プランを順調

に進め、町の預金にあたる財政調整基金を合併時
の水準の10億円に、町の借金にあたる公債残高を
100億円に減額することも視野に入れていきたいと
思います。
　今後一層少子高齢化が進み、財政が縮少するこ
とに対応するため、町民の皆様には公共施設の使
用料や、デマンドタクシーの値上げなど痛みを伴う改
革ではありますが、ご理解を得て進めていきたいと
思っています。
　町としましても行政のスリム化のため、給食セン
ターや図書館の民間委託などの事業を行っています
し、ふるさと納税制度のより一層の活用も進めていき
たいと思います。
　また町内には元気な企業がたくさんあるため、法人
税の増加なども見込んでいます。

吉田：行財政プランも順調に進んでいるということ
と、ふるさと納税制度や法人税の増加などお聞きし
て少し安心しました。これをより確かな歩みになるよ
う、一層のご尽力をお願い致します。
　また、今後の若狭町の事業展開について、どう
お考えでしょうか。

町長：ありがとうございます。行財政改革は町民の
皆様にもご報告しながら、より良い方向に向かって
いくよう努力します。
　これまで合併特例債などの活用で、どうしても必

町長：あけましておめでとうございます。本日はご出
席いただき、ありがとうございます。合併以来14年
が経ち、この度第2次総合計画を策定し、若狭町
の新たな指針をお示しさせていただきました。この機
会に、これからの若狭町を考えようと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

中塚：あけましておめでとうございます。私は、昨年
まで審議委員として他の各委員と教育・観光・福祉

などの各方面から総合計画を検討させていただきま
した。本日はよろしくお願いします。

吉田：あけましておめでとうございます。私の所属し
ていた若者懇話会では、町内の30代から40代の
地域で活躍している色々な職業の方が集まり、活発
に総合計画について意見を交わしてきました。よろし
くお願いいたします。

要であった小・中学校の耐震化やクーラーの完備な
どの改修、またスマートインターの完成など、ハード
面を中心に整備させていただいたと思っています。
　今後はソフト面の充実をはかっていこうと考えており
ます。三方五湖エリアと熊川宿エリアの発信を強化し
交流人口の拡大をはかりたいと考えます。三方五湖
は全国に自慢できるロケーションです。レインボーライ
ンのリニューアルとあわせて魅力をさらに高めていきた
いです。熊川宿は河内川ダム、熊川宿美術館などが
加わり、より魅力が広がると思っております。

中塚：私の住んでいる下吉田では、ツーデーマーチ
のおもてなしとして地元の米で作ったおにぎりのふる
まいを毎年行なっています。通過するのがちょうど11
時頃ということで、タイミングも良く子どもたちも参加
して配ってもらっています。参加者の中には、毎年
出会う顔もあり、笑顔の交流を続けています。

吉田：それはいいですね。私たちの地区（みそみ地
区）では、地域づくり協議会が中心となって地区の
祭りを開いています。私たち若者グループも、屋台
を出して盛り上げています。
　また、伝統文化の継承として行われている地元の
神社の祭りでは、担い手不足が深刻で存続も大変

です。山車、神輿についても補助がなければ修理も
できないのが実情です。

町長：そういったお話は、他の地区からも多数お聞
きしていますので、町としても国、県などの補助金も
含め全力で支援していこうと考えています。

中塚：兵庫県豊岡市で今は有名となった「コウノト
リ」でまちづくりをしようとしたとき、反対の声もあった
中、中心となった県職員の言葉を紹介します。「地
域を盛り上げるには、笑顔のある人は笑顔を、力の
ある人は力を、知恵のある人は知恵を、お金のある
人はお金を出して住民みんながやるものだ。」と説得
したそうです。自分でできることを関心を持ってやるこ
とが肝心だと思います。

吉田：その通りだと思います。無関心では何も進み
ません。私もそのことを肝に銘じ、町と関わっていき
たいと思っています。

町長：今日は貴重なご意見をありがとうございまし
た。より活力ある若狭町になるため今年も頑張って
いきます。町民の皆様のより一層のご理解とご協力
をお願いしていきたいと思っております。

第２次若狭町総合計画新春対談

第2次若狭町総合計画審議会会長
中 塚  文 和 さん

第2次若狭町総合計画若者懇話会副会長
吉 田  延 昭 さん
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中、中心となった県職員の言葉を紹介します。「地
域を盛り上げるには、笑顔のある人は笑顔を、力の
ある人は力を、知恵のある人は知恵を、お金のある
人はお金を出して住民みんながやるものだ。」と説得
したそうです。自分でできることを関心を持ってやるこ
とが肝心だと思います。

吉田：その通りだと思います。無関心では何も進み
ません。私もそのことを肝に銘じ、町と関わっていき
たいと思っています。

町長：今日は貴重なご意見をありがとうございまし
た。より活力ある若狭町になるため今年も頑張って
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DOKI!情報局ドキ!

■若狭ものづくり美学舎が運営する美術造形の
各講座（＊クラス=幼児、小学生、中・高校生美術
基礎、一般美術、高等部、陶芸、きらりアート、
パッチワーク）で、今年度に制作された多様な新
作（幼児画、工作、絵画造形、デザイン、陶器、
布手芸等）約200点を展示紹介します。ぜひ、ご
高覧ください。

託児所をご利用ください！
料　金／町内の方：520円／時間
　　　　町外の方：870円／時間
対象者／ 1歳～小学3年生まで
場　所／パレア若狭 和室
申込締切／
ルビーセレクションワンコイン・コンサート 
………………………………… 2月9日（土）
広瀬奈緒＆今川裕代コンサート…3月10日（日）

若狭町パレア文化課
Tel:0770-62-2506（チケットカウンター）

創楽堂音楽教室ピアノ発表会
■ピアノソロや連弾で、美しくかっこいい演奏
を発表します。これまでたくさん練習してきた
成果を出せるよう、一生懸命演奏します。ぜひ
お越しください。
主催／　(株)創楽堂

2月17日（日）開催日／

（株）創楽堂　Tel:0770-52-1313

開演／ 10：30（予定）   開場／ 10：00（予定）
入場無料

若狭町立図書館 リブラ館
0770-47-5363

若狭町立図書館 パレア館
Tel.0770-62-2505  Fax.0770-62-2578

ショコラティエのショコラ　
（土屋公二／著）
板チョコで作る土屋公二の本格チョコレー
トブック　
（土屋公二／著）

図書館からのオススメ本

　同じ著者で、本格的なチョコレート菓子作りと、
簡単お手軽なお菓子作り。バレンタインを前に、両
方を読み比べてみるのはいかがですか。

若狭ものづくり美学舎　Tel:0770-64-1788

■世界人権宣言採択70周年。”人権尊重”を
テーマに描かれた若狭町内児童及び県内の入
賞・優秀作品の数々をどうぞご覧ください。

若狭町人権擁護委員：岡本　Tel:0770-64-1707

展示期間／

時間／9：00～ 20：00（最終日は15：00まで）
2月14日（木）～18日（月）

展示期間／

時間／9：00～ 20：00（最終日は16：00まで）
2月23日（土）～3月10日（日）

若狭ものづくり美学舎作品展

※火曜休館

展示期間／

会場／三方石観世音、梅の里会館、パレア若狭、
　　　道の駅三方五湖
入場無料

予定

主催／三方盆梅愛好会

2月23日（土）～3月22日（金）

■若狭町瓜生在住で、甲賀忍之伝を継承する
甲賀伴党２１代宗師家である川上仁一氏をお招
きし、「日本の心と忍者の精神」のテーマでご
講演いただきます。

第22回

福井県小学生人権ポスター
コンテスト入賞作品展

おはなしたまてばこ
　図書館パレア館おはなしコーナーにて、毎
月第２土曜日１１：００に絵本の読み聞かせと、
工作遊びを行います。参加無料で、赤ちゃん
から参加できます。

2月9日（土）開催日／
時間／11：00～

内容／絵本の読み聞かせ＆工作遊び
料金／無料

場所／図書館パレア館　おはなしコーナー

2月23日（土）開催日／

　図書館リブラ館こどもひろばにて、毎月第４
土曜日１４：００に絵本の読み聞かせと、工作遊
びを行います。参加無料で、赤ちゃんから参
加できます。

にじいろのおはなし会

時間／14：00～

内容／絵本の読み聞かせ＆工作遊び
料金／無料

場所／図書館リブラ館　こどもひろば

■天気が悪く、寒くて外で遊べない日は…
パレアでカラオケを楽しみませんか！？広い室
内、持込の飲食もOKです。デンモク（タッチパ
ネルのリモコン）も有り、最新曲も随時追加し
ています。手軽にパレアでカラオケを楽しんで
ください！

パレアでカラオケ♪

料金／５００円／１時間
　　　（18：00以降は１０００円／１時間）
部屋／パレア若狭音楽スタジオ
　　　※中学生以下の利用は保護者同伴に限る

若狭町パレア文化課　Tel:0770-62-2508

●みんなでワイワイ
　手づくりみそ作り体験★

●こんにゃく作り体験★
●みんなで作る かまくら作り（雪あそび）体験★
●上中中学校総合学習（未来創造プロジェクト）
　地元小学生との「もちつき体験＆振る舞い」
●農楽舎米を掘り起こせ 雪畑での宝探し
●お米バイキング
　～数種類のお米とご飯のおとも食べ放題～
●焼きたてハム＆ソーセージ販売
●農家とシェフが作る農村レストラン「結」★
●里のアロマ蒸留体験
●鹿角キーホルダー作り体験

地域の魅力を発見・発信
冬の農村体験フェス
わかさの魅力をみんなで満喫

三方盆梅愛好会の会員15名が丹精込めて育
てた盆梅を町内各所で展示いたします。

盆梅展の開催

若狭町総合戦略課　Tel:0770-45-9112

かみなか農楽舎　Tel:0770-62-2125

時間／13：30～ 15：30

講師／ Yusuke 氏（福井カホン普及委員会）
場所／パレア若狭　創作スタジオ

3月10日（日）開催日／

カホンづくりワークショップ
■見た目も構造もシンプルな「カホン」は、誰
もが簡単に音を出して楽しめる楽器です。今回
は「カホン」を自分で作ります！簡単な演奏も学
び、楽器のある生活をはじめてみませんか？

『パレ若塾』受講生募集！

若狭町パレア文化課　Tel:0770-62-2508

若狭町歴史文化館
平成30年度

第5回若狭町歴史環境講座

時間／ 13：30～ 15：00
2月24日（日）開催日／

場所／若狭町歴史文化館 ２階講堂

時間／ 10：00～ 14：00
2月11日（月・祝）開催日／

場所／若狭町農村総合公園（末野）

主催／かみなか農楽舎
　　　わかさの魅力発見・発信応援隊

★…要事前申込　2月6日（水）まで

内容／講演：「日本の心と忍者の精神」
　　　講師：川上仁一氏（三重大学社会連携研

究センター特任教授・若狭町瓜生在住）
入場無料

主催／若狭町・若狭町歴史環境講座企画運営委員会
協賛／関西電力株式会社

若狭町歴史文化課　Tel:0770-45-2270

対象／一般（※小学生以上）20名
受講料／ 3,000円

※定員になり次第、申込みを締め切ります。
締切／ 3月3日（日）
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広瀬奈緒＆今川裕代コンサート
“歌とピアノで紡ぐ心のふるさと”

歌と、フルート・クラリネット・ピアノの 3つの楽器で親しみやすいクラシックの名曲をお届けします。
フルート、クラリネット、歌のソロでは、それぞれの楽器の音色や技巧、表現を、アンサンブルの作品では、それぞれの
音色の重なりを、気軽にお楽しみいただければと思います。

■透明感あふれる広瀬奈緒の歌声とシル
クのような今川裕代の音色が織りなす、
イギリス民謡や福井ゆかりの歌曲を、み
なさんの心にお届けします。
　ゲストにリトルピアニストと若狭町コロッ
コ少年少女合唱団を迎える、若狭スペシャ
ルコラボレーション。

プログラム
・ジーツィンスキー ： ウィーンわが夢の町
・プッチーニ ： オペラ「ラ・ボエーム」より『私が街を歩くとき』
・ショスタコーヴィチ ： ４つのワルツから第3曲・第4曲　ほか
※プログラムは、予告なく変更になる場合があります。

出演／木下園子（フルート）、中田圭依（ソプラノ）、
　　　前川明音（クラリネット）、仲谷理沙（ピアノ）

料金／一般 500円　高校生以下 100円
※指定席　未就学児入場不可

チケット購入者特典／①楽器のクリニック※1、②楽器リペア※2

※1…要事前申込　受講料100円
　　　対象：フルート・クラリネットのみ
※2…診断・簡易調整のみ。　料金100円
　　　対象：クリニック受講者のみ

若狭町パレア文化課
Tel:0770-62-2506（チケットカウンター）

若狭町パレア文化課
Tel:0770-62-2506（チケットカウンター）

開演／ 14：00　　開場／ 13：30

開催日／2月23日（土）

開催日／3月24日（日）
開演／ 15：00　　開場／ 14：30

主催／若狭町
協賛／（公財）げんでんふれあい福井財団
後援／福井新聞
出演／広瀬奈緒（ソプラノ）
　　　今川裕代（ピアノ）
　　　リトルピアニスト
　　　若狭町コロッコ少年少女合唱団
プログラム（予定）
・J. シベリウス　ロマンス　op.24-9
・笠松泰洋編曲　アメージンググレース
・笠松泰洋　　　いのちとは　
料金／一般 1,500円
　　　学生 500円
※指定席　未就学児入場不可

チケット
好評発売中！

チケット
好評発売中！

パレア若狭ワンコインコンサート
ルビーセレクション ～美しき音楽の彩り～

音楽ホール

木下園子 中田圭依 前川明音 仲谷理沙

出演者からのメッセージ
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